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重点項目 主な関係課 令和元年度 取組結果 令和２年度 計画（案） コロナによる新たな取組み 

① 

関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

1 

関係機関等とのネッ

トワークの構築・連

携強化 健康推進課 

社会福祉課 

高齢福祉課 

●令和元年５月２０日（月）に関係機関、民間団体、行政

等で構成された「あま自殺対策ネットワーク会議」を開催

した。計画の進捗状況・取組結果の報告とともに、よりイ

メージしやすいよう自殺関連のケース２例紹介した。各委

員からの意見を参考に、令和元年度の取り組みに反映させ

た。また、警察署から相談があったケースについて、相談

窓口として保健センターに繋いでいただいたり、消防署か

ら情報提供をいただいたりと連携強化が進んだ。 

●全体で協議する「あま自殺対策ネットワーク会議」を５月

に開催予定だったが、新型コロナウイルスにより未実施とな

っている。 

●７月の民生児童委員協議会で、高齢者の実態把握による「こ

ころの健康」に関するチラシの配布・相談先の周知を依頼し

た。担当者が民生児童委員協議会に参加し、相談ケースがあ

れば対応できるように関係を構築していく。 

●自殺リスクの高いケースを通じて、生活状況や家族背景に

ついて、関係部局で情報共有し、連携の仕方や相談体制につ

いて検討していく。 

2 

相談等を行っている

関係団体等の活動支

援 

●相談等を行っている民間団体等の活動状況を継続的に

把握し、情報収集・提供することで、提供可能な支援につ

いて検討した。 

●健康福祉まつりにおいて、精神障がい者の方への理解を深

めるため、精神保健に係る医療機関や事業所の参加を勧める

予定だったが、新型コロナウイルスにより中止となった。 

② 

気
づ
き
の
た
め
の
人
材
育
成 

1 職員の資質の向上 

健康推進課 

社会福祉課 

高齢福祉課 

人事秘書課 

●自殺対策本部幹事会部会員１５人が、ゲートキーパー養

成講座に参加した。参加者のうち９割以上が「自殺対策に

対する理解が深まった」回答し、自殺に対する知識を深め、

自殺対策の推進に役立てることができた。 

●各課の取組状況についてヒアリング形式で聞き取りを

行い、現状の把握を行った。 

●民生委員を中心に、ゲートキーパー養成講座に参加してい

ただき、自殺に対する知識を深め、自殺対策の推進に役立て

る。 

●新規採用職員等へのゲートキーパー養成講座について検討

していく。 

2 

民生委員・児童委員

等におけるゲートキ

ーパーの養成講座 

●令和２年２月２７日（木）、愛知いのちの電話協会事務

局長の兼田智彦氏を講師に、七宝地区民生児童委員等３１

人を対象に「ゲートキーパー養成講座」を開催した。講座

アンケートの結果、受講者の９割以上から自殺に対する理

解が深まったと回答いただき、講座を通してゲートキーパ

ーの役割を担う地域支援者を増加させるとともに、自殺の

危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができ

る人材の養成につなげた。 

●愛知いのちの電話協会事務局長の兼田智彦氏を講師に、甚

目寺地区民生児童委員等を対象に「ゲートキーパー養成講座」

を開催予定。 

令和２年度 自殺対策関連事業・取組計画       【資料４】 
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③ 

市
民
へ
の
普
及
啓
発 

1 
自殺に対する正しい

理解の普及啓発 

健康推進課 

社会福祉課 

高齢福祉課 

社会福祉協議会 

●長寿を祝う会２，５００人、成人式９００人に自殺防止

のリーフレットを配布した。 

●出前講座「こころの健康について」を老人会総会１４５

人に実施した。 

●高齢者が参加するサロンの代表者２５団体、６４人に高

齢者の自殺予防について周知を行った。 

●名鉄木田駅で自殺防止街頭啓発を１５０人に実施した。 

●「あま市成人式」においてリーフレットの配布を行い、自

殺に関する正しい知識、相談窓口等の普及啓発を行う。 

●出前講座でテーマ「こころの健康について」を設け、市民

に対し知識の普及をはかる。 

●７月の民生児童委員協議会で、高齢者の実態把握による「こ

ころの健康」に関するチラシの配布・相談先の周知を依頼し、

高齢者への普及啓発を実施した。 

●名鉄甚目寺駅で自殺防止街頭啓発を３００人に実施した。 

2 
アルコール問題に関

する啓発 

●令和元年１１月１０日（日）開催の「健康福祉まつり」

において、民間団体（断酒会）の協力により、自身のアル

コールに対する適応性を把握し、飲酒による事故等の未然

防止に役立てていただくため、アルコールパッチテストを

２３５人に実施した。その内の問題のあった６人に対し、

アルコールがもたらす健康被害についての情報提供を行

った。 

●特定健診結果説明会（４１人）や、母子健康手帳発行時

（４人）にアルコールに対する指導・助言を行った。 

●広報１１月号に、アルコールに関する啓発記事を掲載し

た。 

●令和２年度の「健康福祉まつり」が中止となったため、ア

ルコールパッチテストやアルコールに関する啓発方法につい

て検討する。 

●母子健康手帳発行時に把握したアルコール摂取者に対し、

指導・助言を行う。 

●広報で適正飲酒や酒害等に関する記事を掲載し、アルコー

ルに関する正しい知識の啓発を行う。 

 

④ 

ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
・
支
援 

1 

市内精神医療機関と

の連携による相談事

業の実施 

健康推進課 

●好生館病院の山口医師に依頼し、「精神保健相談会」を

２回計画し、１件の相談があった。公認心理師による「こ

ころの相談会」は月１回実施、２件の相談があった。 

●保健師対応の精神関係の相談実件数（面接１０件、電話

１１件、その他１件）２２件あり、継続ケースが８件あっ

た。社会福祉課からの紹介２件、警察からの紹介１件があ

った。 

●市内精神科医による「精神保健相談会」を３回実施予定。 

●公認心理師による「こころの相談室」を月１回実施する。 
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2 
庁内相談窓口の充

実・相談場所の周知 

健康推進課 

生涯学習課 

●庁舎内おいて実施する各種相談事業のいずれの場にお

いても、対象者の問題に応じた適切な相談窓口を紹介でき

るよう、「困ったときの相談窓口」チラシを作成した。 

●今後必要に応じてチラシを配布できるよう、幹事会部会

を通じて関係課に周知を行った。 

●相談窓口が掲載されているリーフレットをイベント等

で配布した。 

●こころの体温計の結果画面に相談先を掲載した。 

●概ね１５歳から３９歳までの社会生活を営む上での困

難を有する子供や若者を支援対象として、子供・若者育成

支援に関する相談に応じ、関係機関の紹介その他の必要な

情報の提供及び助言を行う拠点となる相談窓口の令和 2年

度設置に向け、「あま市・大治町子ども・若者支援地域協

議会」の実務者会議において、各構成機関から運営につい

て様々な意見を頂き、その意見を踏まえ、計画を推し進め

てきた。 

 

●新型コロナウイルスの特別定額給付金の申請窓口におい

て、相談窓口のチラシを配置した。 

●心の相談窓口のリーフレット（カードサイズ）を庁舎内ト

イレや手洗い場、社会福祉協議会貸付相談窓口等に配置した。 

●自殺者数の増加に伴い、市長によるユーチューブを利用し

た市民へのメッセージの配信を行った。 

●令和２年４月から「あま市子ども・若者相談窓口」を甚目

寺公民館内に設置し、概ね１５歳から３９歳までの社会生活

を営む上での困難を有する子供や若者を対象とした相談業務

を実施する。また、相談窓口のチラシを広報６月号とあわせ

て各戸配布し、あわせて関係課窓口に配置して周知を図る。 

3 うつ病の早期発見 

健康推進課 

社会福祉課 

高齢福祉課 

子育て支援課 

●こんにちは赤ちゃん訪問時にエジンバラ質問票を６５

０件実施することで、産後の母が抱える問題を把握するき

っかけとなり、その後に支援につなげることができた。ま

た、産科医療機関との連携により、ケースの早期把握がで

き、適切な支援・助言をすることができた。 

●こころの健康についてのアンケートを、介護予防教室で

実施予定であったが、教室の中止により実施できなかっ

た。 

●津島保健所地域・職域連携推進事業作業部会に参加し、

事業所への健康づくり支援について検討を行った。 

●こんにちは赤ちゃん訪問や健康教育の場において、うつ病

や心の状態を把握するスクリーニングを実施し、うつ病等の

早期発見・治療につながるように適切な情報提供や必要に応

じた支援を行う。 

●こころの健康についてのアンケートを、介護予防教室やサ

ロン等で実施する。 

●新型コロナウイルスの特別定額給付金の申請窓口に保健師

が立ち、チラシの配布等の対応を行った。 

●民生委員による高齢単身者の訪問時に、こころの健康に関

するチラシを配布し、心配なケースについて保健師等につな

げていく。 

●コロナによる影響で自殺念慮を抱く人とその家族の支援等

の個別ケースについて、生活困窮の相談員と保健師で情報共

有を行い、家族の継続支援を行う予定。 
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⑤ 

児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の 

出
し
方
に
関
す
る
教
育 

1 
児童生徒のＳＯＳの 

出し方に関する教育 

 

健康推進課 

学校教育課 

●市内小中学校のこころの健康づくりや、学校保健委員会

の取組状況を把握した。 

●市内小中学校のこころの健康づくりや、学校保健委員会の

取組状況を把握し、養護教諭間での情報共有をはかる。 

●あま市の養護教諭部会に保健師等が参加し、情報共有を行

う。 


